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は
じ
め
に

　

周
知
の
如
く
、
里
耶
秦
簡
の
特
徴
の
一
つ
は
、
板
状
の
単
独
簡
が

多
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
に
い
う
単
独
簡
と
は
、
一
枚

で
内
容
が
完
結
し
、
従
っ
て
編
綴
せ
ず
に
用
い
る
簡
を
さ
す
。
も
ち

ろ
ん
居
延
で
も
、
単
独
簡
は
さ
か
ん
に
用
い
ら
れ
た
。
証
明
書
や
契

約
書
の
類
は
も
ち
ろ
ん
、
行
政
文
書
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。
た
だ

行
政
文
書
に
つ
い
て
い
え
ば
、
単
独
簡
と
冊
書
は
、
明
ら
か
に
区
別

し
て
使
わ
れ
て
い
た
。
即
ち
、
単
独
簡
は
記
と
称
せ
ら
れ
る
簡
略
な

書
式
の
文
書
に
、
冊
書
は
整
っ
た
書
式
の
文
書
に
用
い
ら
れ
る（

1
）。

つ

ま
り
、
単
独
簡
と
冊
書
と
い
う
簡
牘
の
形
態
は
、
文
書
の
性
質
に
対

応
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
里
耶
秦
簡
に
は
こ
う
し
た
区
別
は
当
て
は
ま
ら
な
い
。

整
っ
た
書
式
の
公
文
書
に
単
独
簡
を
用
い
た
り
、
帳
簿
を
単
独
簡
に

書
い
て
送
っ
た
り
と
、
居
延
に
は
な
い
使
い
方
が
見
ら
れ
る
か
ら
で

あ
る
。

　

本
稿
で
は
、里
耶
と
居
延
に
お
け
る
単
独
簡
の
使
い
方
を
検
討
し
、

里
耶
に
お
い
て
単
独
簡
が
多
用
さ
れ
た
理
由
を
探
っ
て
み
た
い
。

1
、
牘
と
は
何
か

　

居
延
に
お
け
る
単
独
簡
は
、
少
な
く
と
も
両
行
（
幅
二
〜
二
・
五

㎝
程
度
で
、
二
行
書
き
の
簡
）
以
上
の
幅
を
も
つ
も
の
が
多
く
、
中

に
は
六
㎝
ほ
ど
の
も
の
も
あ
る
。
こ
う
し
た
幅
の
広
い
簡
を
牘
と
称

す
る
、
と
い
う
の
が
一
般
的
な
認
識
の
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ

れ
ま
で
牘
と
自
称
す
る
出
土
簡
が
な
い
ば
か
り
か
、
簡
牘
資
料
の
中

　

里
耶
秦
簡
に
お
け
る
単
独
簡
に
つ
い
て
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に
は
牘
と
い
う
語
そ
の
も
の
も
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
王
国

維
も
『
簡
牘
檢
署
考
』
の
中
で
、
木
質
の
書
写
材
料
の
例
と
し
て
牘

を
あ
げ
る
が
、
幅
に
つ
い
て
は
触
れ
て
い
な
い
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
里
耶
秦
簡
に
お
い
て
牘
と
自
称
す
る
簡
が

は
じ
め
て
現
れ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
、
そ
れ
ら
自
称
簡
の
中
に
は
幅

二
㎝
以
下
の
も
の
も
あ
り
、
幅
は
必
ず
し
も
広
く
な
い
。
牘
は
ほ
ん

と
う
に
幅
が
広
い
の
だ
ろ
う
か
。
改
め
て
牘
と
は
何
か
を
確
認
し
て

お
き
た
い
。

　

そ
も
そ
も
な
ぜ
牘
＝
幅
広
と
考
え
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は

お
そ
ら
く
、
文
献
史
料
と
出
土
資
料
双
方
を
結
び
合
わ
せ
て
導
き
出

さ
れ
た
解
釈
で
あ
ろ
う
。

　

ま
ず
文
献
史
料
を
み
る
と
、『
説
文
解
字
』
七
篇
上
に
「
牘
は
書

版
な
り
」
と
あ
り
、牘
は
書
写
用
の
板い
た

だ
と
い
う
。
さ
ら
に
、『
儀
礼
』

聘
礼
の
、

若
有
故
則
卒
聘
束
帛
加
書
將
命
、
百
名
以
上
書
於
策
、
不
及
百

名
書
於
方
。

に
鄭
玄
は
「
名
、
書
文
也
。
今
謂
之
字
。
策
、
簡
也
。
方
、
版
也
。」

と
注
を
つ
け
、
さ
ら
に
賈
公
彦
は
「
簡
謂
據
一
片
而
言
、
策
是
編
連

之
稱
。」
と
、百
字
以
上
書
く
時
は
簡
を
編
綴
し
て
策
（
冊
）
書
と
し
、

そ
れ
以
下
の
時
は
方
＝
版
に
書
く
、
と
解
釈
す
る
。
方
を
編
綴
す
る

か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
簡
を
編
連
す
る
こ
と
と
対
照
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
方
は
編
綴
せ
ず
に
使
う
と
考
え
て
い
る
の

で
あ
ろ
う
。
一
方
、
出
土
簡
牘
に
お
け
る
一
行
あ
た
り
の
文
字
数
を

み
る
と
、
少
な
い
も
の
で
は
二
〇
字
程
度
、
多
く
は
三
〇
〜
四
〇
字

程
度
で
あ
る
。
す
る
と
一
〇
〇
字
な
ら
ば
三
〜
四
行
と
い
う
こ
と
に

な
る
。

　

以
上
の
こ
と
を
ま
と
め
る
と
、
牘
と
は
、
字
数
で
い
え
ば
一
〇
〇

字
程
度
、
行
数
で
い
え
ば
四
行
程
度
ま
で
書
け
て
、
か
つ
編
綴
せ
ず

に
用
い
る
木
簡
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
よ
う
に
一
〇
〇
字
を
基
準
に
し
て
策
と
方
を
わ
け
る
と
い
う

『
儀
礼
』
の
記
事
を
、
行
政
文
書
一
般
に
適
用
で
き
る
か
ど
う
か
は

別
の
問
題
で
は
あ
る
が
、
単
独
簡
と
冊
書
の
違
い
を
文
字
数
の
多
寡

に
求
め
て
い
る
こ
と
自
体
は
注
意
し
て
よ
い
。
た
だ
し
問
題
の
幅
に

つ
い
て
い
え
ば
、
一
〇
〇
字
程
度
書
け
れ
ば
よ
い
の
だ
か
ら
、
た
と

え
一
行
で
も
、そ
れ
で
完
結
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
牘
な
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、『
儀
礼
』
か
ら
は
、
牘
＝
幅
広
と
は
言
え
な
い
の
で
あ
る
。

な
ら
ば
、
な
ぜ
幅
が
広
い
と
考
え
ら
れ
た
か
と
い
う
と
、
こ
の
『
儀

礼
』
の
記
事
に
、
居
延
に
見
ら
れ
る
札
と
両
行
を
組
み
合
わ
せ
、
一
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行
書
き
（
札
）
↓
二
行
書
き
（
両
行
）
↓
そ
れ
以
上
（
牘
）、
と
想

定
し
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
お
そ
ら
く
札
や
両
行
は
、
簡
牘

全
般
に
お
け
る
種
類
の
名
称
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
冊
書
用
の
簡

の
種
類
の
名
称
で
あ
り
、
従
っ
て
牘
と
は
そ
も
そ
も
範
疇
を
異
に
す

る
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
。
な
ら
ば
、
牘
の
本
質
は
単
独
使
用
、
即
ち

編
綴
し
な
い
こ
と
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。

2
、
単
独
簡
使
用
の
実
例

　

里
耶
秦
簡
に
は
単
独
簡
が
多
い
だ
け
で
な
く
、
そ
の
使
い
方
が
居

延
と
は
違
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
そ
の
具
体
的
な
使
い
方
を
示
し
て

お
き
た
い
。

①
帳
簿
本
文
と
送
り
状
を
書
い
た
も
の

　

里
耶
秦
簡
で
初
め
て
牘
と
自
称
す
る
簡
が
出
土
し
た
が
、
そ
れ
が

簡
一
、
簡
二
、
簡
三
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
「
牘
北
」（
北
＝
背
）
と

み
え
る
。
ち
な
み
に
そ
れ
ら
の
簡
の
幅
は
一
七
㎜
〜
三
六
㎜
と
、
や

は
り
牘
は
幅
と
は
関
係
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

簡
一　

卅
五
年
三
月
庚
寅
朔
辛
亥
倉
銜
敢
言
之
疏
書
吏
徒
上
事
尉
府

者
牘
北
食
皆
盡
三
月
遷
陵
田
能
自
食
謁
告
過
所
縣
以
縣
郷
次

續食
如
律
雨
留
不
能
投
宿
齎
當
騰
々
來
復
傳
敢
言
之
（
正
）

令
佐
温

更
戍
士
五
城
父
陽
�
執

更
戍
士
五
城
父
西
中

�
手
（
背
）　　

八
―
一
五
一
七
（
幅
三
六
㎜
）

簡
二　

卅
年
六
月
丁
亥
朔
甲
辰
田
官
守
敬
敢
言
之
疏
書
日
食
牘
北
上

敢
言
之　
（
正
）

城
旦
鬼
薪
十
八
人　
　

小
舂
三
人

小
城
旦
十
人　
　
　
　

隸
妾
居
貲
三
人

舂
廿
二
人　
　
　
　
　

戊
申
水
下
五
刻
佐
壬　

以
來
／
尚
半

逐
手
（
背
）　　

八
―
一
五
六
六
（
幅
一
七
㎜
）

簡
三　

卅
四
年
八
月
癸
巳
朔
癸
卯
戸
曹
令
史
〼

盡
卅
三
年
見
戸
數
牘
北
移
獄
具
集
上
□
〼
（
正
）

廿
八
年
見
百
九
十
一
戸　
　
　
　

卅
二
年
見
百
六
十
一
戸
〼

廿
九
年
見
百
六
十
六
戸　
　
　
　

卅
三
年
見
百
六
十
三
戸
〼

卅
年
見
百
五
十
五
戸

卅
一
年
見
百
五
十
九
戸八

―
四
八
七
＋
二
〇
〇
四
（
幅
二
三
㎜
）
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簡
四　

卅
年
十
二
月
乙
卯
畜
□
□
□
作
徒
薄　

〼

受
司
空
居
貲
一
人　
　
　
　
　
　
　
　

凡
〼

受
倉
隸
妾
三
人　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
人
□（
正
）

十
二
月
乙
卯
畜
官
守
丙
敢
言
之
上
敢
言
〼

十
二
月
乙
卯
水
十
一
刻
々
下
一
佐
貳
以
來
〼
（
背
）

八
―
一
九
九
＋
六
八
八
（
幅
一
九
㎜
）

簡
五　

〼
囚
吾
作
徒
薄　

九
人
與
吏
上
事
守
府　

〼

一
人
除
道
澤
務
□
〼

三
人
行
廟　

〼　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
正
）

〼
々
下
一
佐
居
以
來
／　

〼　
　
　
　
　
（
背
）

八
―
六
八
一
（
幅
一
二
㎜
〜
）

簡
六　

廿
九
年
八
月
乙
酉
庫
守
悍
作
徒
薄
受
司
空
城
旦
四
人
丈
城
旦

＝
一
人
舂
五
人
受
倉
隸
臣
一
人
・
凡
十
一
人

城
旦
二
人
繕
甲
□
□　
　
　
　

丈
城
旦
一
人
約
車
缶

城
旦
一
人
治
輸
□
□　
　
　
　

隸
臣
一
人
門
負
劇

城
旦
人
約
車
登　
　
　
　
　
　

舂
三
人
級
□
娃　
　
　
（
正
）

八
月
乙
酉
庫
守
悍
敢
言
之
疏
書
作
徒
薄
牒
北
上
敢
言
之
／
逐

＝
手

乙
酉
旦
隸
臣
負
解
行
廷　
　
　
　
　
　
　
（
背
）

八
―
六
八
六
＋
八
―
九
七
三
（
幅
一
九
㎜
）

簡
七　

卅
二
年
五
月
丙
子
朔
庚
子
庫
武
作
徒
薄
受
司
空
城
旦
九
人
鬼

薪
一
人
舂
三
人
受
倉
隸
臣
二
人
・
凡
十
五
人

其
十
二
人
爲
輿
奬
└
慶
忌
魁敏
└
魁敏
└
船
└
何
└
�
└
交
└
頡

└
徐
└
娃
聚

一
人
給弑
竈

二
人
捕
羽
└
亥
└
羅
（
正
）

卅
二
年
五
月
丙
子
朔
庚
子
庫
武
敢
言
之
疏
書
作
徒
日
薄
一
牒

敢
言
之
／
横
手

五
月
庚
子
日
中
時
佐
横
以
來
／
�
發

八
―
一
四
三
四
＋
一
〇
六
九
＋
一
五
二
〇
（
幅
二
八
㎜
×
長

四
五
八
㎜
）

簡
八　

卅
一
年
五
月
壬
子
朔
壬
戌
都
郷
守
是
徒
薄
〼

受
司
空
城
旦
一
人
倉
隸
妾
二
人　
　
　
　

〼

一
人
捕
獻

二
人
病　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
正
）

五
月
壬
戌
都
郷
守
是
□
□
□
〼
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五
月
壬
戌
旦
佐
初
以
來
／
氣
發
〼
（
背
）

八
―
二
〇
一
一
（
幅
二
五
㎜
）

簡
九　

卅
一
年
後
九
月
庚
辰
朔
壬
寅
少
内
守
敞
作
徒
薄
受
司
空
鬼
薪

＝
〼

其
五
人
求
羽
吉
□
哀
一
人
作
務
宛　
　
　
　
　
　
　

〼

後
九
月
庚
辰
朔
壬
寅
少
内
守
敞
敢
言
之
上
敢
言
之
／
〼（
正
）

後
九
月
壬
寅
旦
佐
□
以
來
／
尚
發　
　
　
　
　
　
　

〼（
背
）

八
―
二
〇
三
四
（
幅
二
一
㎜
）

　

こ
れ
ら
は
倉
・
庫
・
田
官
・
少
内
及
び
郷
な
ど
、
遷
陵
県
管
轄
下

の
諸
機
関
が
県
に
帳
簿
を
送
付
し
た
文
書
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
一
枚

の
木
簡
の
表
裏
に
帳
簿
本
文
と
送
り
状
が
書
か
れ
、
中
に
は
受
信
あ

る
い
は
発
信
記
録
が
記
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
。
た
だ
、
単
独
簡
が
選

択
さ
れ
た
意
味
を
考
え
る
た
め
に
は
、
内
容
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の

文
書
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
か
控
え
か
な
ど
、
文
書
処
理
上
の
ど
の
段
階
の

も
の
か
も
重
要
な
要
素
と
な
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
上
掲
諸
簡
を
み

て
み
よ
う
。

　

簡
二
、
簡
四
、
簡
五
、
簡
七
〜
簡
九
に
は
、
帳
簿
本
文
と
送
り
状

の
他
に
遷
陵
県
の
受
信
記
録
が
記
さ
れ
て
い
る
。
一
般
に
、
あ
る
文

書
が
宛
先
で
出
土
し
、
か
つ
本
文
と
別
筆
に
な
る
受
信
記
録
が
あ
れ

ば
、
そ
れ
は
出
土
地
が
受
信
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
文
書
で
あ
る
と
判
断

で
き
る
。
し
か
し
上
掲
諸
簡
に
は
、
帳
簿
本
文
及
び
送
り
状
（
＝
発

信
者
側
が
筆
記
す
る
）
と
、
受
信
記
録
（
＝
受
信
側
が
筆
記
す
る
）

が
明
ら
か
に
別
筆
で
あ
る
と
断
定
で
き
る
も
の
が
見
い
だ
せ
な
か
っ

た
。
も
し
、
文
書
全
体
が
同
筆
だ
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
ど
の
よ

う
に
理
解
す
べ
き
な
の
だ
ろ
う
か
。
受
信
地
の
遷
陵
県
で
書
き
直
し

た
の
だ
ろ
う
か
。
仮
に
そ
う
な
ら
ば
、何
の
た
め
に
書
き
直
す
の
か
。

そ
し
て
何
よ
り
も
当
面
の
関
心
に
関
わ
る
問
題
と
し
て
、
出
土
地
で

書
き
直
し
た
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
際
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
は
異
な
る
形

態
の
簡
牘
が
使
わ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
即
ち
、
上

掲
諸
簡
の
本
来
の
姿
は
単
独
簡
で
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と

い
う
疑
問
が
お
こ
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
筆
者
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
も
単
独
簡
を
用
い
て
い

た
と
考
え
て
い
る
。
そ
れ
は
、
①
「
牘
北
」
に
書
い
た
と
称
す
る
も

の
が
あ
る
こ
と
（
簡
一
〜
簡
三
）、
後
述
の
如
く
、
②
帳
簿
を
送
付

す
る
際
に
単
独
簡
を
用
い
る
よ
う
規
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
③
整
っ

た
書
式
の
文
書
が
単
独
簡
で
実
際
に
送
付
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
か
ら

で
あ
る
。
従
っ
て
、
筆
の
異
同
や
同
筆
で
あ
る
理
由
に
つ
い
て
は
、

現
在
解
答
が
出
せ
な
い
が
、
少
な
く
と
も
帳
簿
と
送
り
状
を
単
独
簡
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に
書
い
て
送
付
し
た
、
と
い
う
こ
と
は
認
め
ら
れ
よ
う
。

　

さ
て
上
記
以
外
の
簡
に
も
触
れ
て
お
こ
う
。
簡
一
は
倉
か
ら
、
簡

三
は
戸
曹
か
ら
県
に
発
信
さ
れ
た
文
書
で
あ
る
が
、
受
信
・
発
信
記

録
が
な
い
の
で
、
送
付
さ
れ
ず
倉
や
戸
曹
に
お
か
れ
た
文
書
か
も
し

れ
な
い
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
ま
た
簡
六
は
庫
か
ら
県
に
発
信

し
た
文
書
で
、
発
信
記
録
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
庫
に
保
管
さ
れ
た
控

え
文
書
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
、全
文
同
筆
に
見
え
る
け
れ
ど
も
、

そ
れ
は
問
題
な
い（

2
）。

こ
れ
ら
の
諸
例
か
ら
、
送
付
せ
ず
に
発
信
元
で

保
管
す
る
文
書
に
も
単
独
簡
が
使
わ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
帳
簿
や
リ
ス
ト
を
一
枚
の
木
簡
に
箇
条
書
き
す
る

こ
と
自
体
は
、
居
延
に
も
少
な
か
ら
ず
例
が
あ
る（

3
）。

し
か
し
、
そ
の

よ
う
に
箇
条
書
き
さ
れ
た
木
簡
を
実
際
に
送
付
し
た
例
は
確
認
で
き

な
い
し
、
帳
簿
類
と
送
り
状
を
同
じ
簡
に
書
い
た
例
も
な
い
。
居
延

で
は
送
り
状
に
、「
移
〜
簿
一
編
」
な
ど
と
、
帳
簿
が
編
を
以
て
数

え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
帳
簿
を
送
る
場
合
、
帳
簿
本
体

が
冊
書
の
形
を
と
っ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
以
下
の

金
関
出
土
簡
の
よ
う
に
、
た
と
え
リ
ス
ト
の
内
容
が
一
項
目
し
か
な

く
て
も
、
わ
ざ
わ
ざ
一
枚
の
木
簡
を
別
に
つ
け
る
ほ
ど
、
冊
書
の
形

を
と
る
こ
と
は
徹
底
し
て
い
る（
Ｅ
Ｊ
Ｔ
八
：
五
二
が
リ
ス
ト
部
分
）。

居
攝
二
年
三
月
甲
申
朔
癸
卯
居
延
庫
守
丞
仁
移
卅
井
縣
索
肩
水

金
關
都
尉
史
曹
解
掾

葆
與
官
大
奴
杜
同
俱
移
簿
大
守
府
名
如
牒
書
到
出
入
如
律
令

七
三
Ｅ
Ｊ
Ｔ
八
：
五
一
Ａ

　
　
　
　
　
　
　
　
「
居
延
庫
丞
印　

嗇
夫
當
發
」

　
　
　
　
　
　
　
　
「
君
門
下
」　　
　
　
　
　

掾
戎
佐
鳳

七
三
Ｅ
Ｊ
Ｔ
八
：
五
一
Ｂ
（
幅
三
七
㎜
×
長
二
七
〇
㎜
）

官
大
奴
杜
同
年
廿
三　
　
　
　
「
三
月
辛
亥
」
〼

七
三
Ｅ
Ｊ
Ｔ
八
：
五
二
Ａ

…
…
七
三
Ｅ
Ｊ
Ｔ
八
：
五
二
Ｂ
（
幅
一
四
㎜
×
残
長
二
三
七
㎜
）

「　

」
内
は
別
筆

　

一
般
に
帳
簿
類
が
冊
書
の
形
態
を
と
る
の
は
、
デ
ー
タ
の
追
加
な

ど
の
フ
ァ
イ
ル
機
能
が
必
要
だ
か
ら
と
考
え
ら
れ
て
お
り（

4
）、

居
延
出

土
の
永
元
の
兵
釜
磑
簿
は
そ
の
好
例
と
し
て
よ
く
取
り
上
げ
ら
れ

る
。
そ
れ
で
は
、
単
独
簡
を
多
用
す
る
里
耶
で
は
、
帳
簿
に
フ
ァ
イ

ル
機
能
は
不
要
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
う
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
居

延
に
お
い
て
、
帳
簿
や
リ
ス
ト
類
に
、
冊
書
も
単
独
簡
も
使
わ
れ
た

よ
う
に
、
里
耶
に
も
必
ず
や
冊
書
形
態
の
帳
簿
が
存
在
し
た
で
あ
ろ

う
。
ど
ち
ら
を
選
択
す
る
か
は
、
目
的
や
用
途
に
よ
る
の
で
あ
る
。
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同
じ
帳
簿
類
で
も
、
居
延
と
里
耶
で
は
異
な
る
視
点
で
処
理
し
て
い

た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

②
送
達
さ
れ
た
文
書
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
、
及
び
発
信
文
書
の
控
え

　

以
下
に
、
遷
陵
県
が
受
信
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
文
書
の
み
、
遷
陵
県

が
発
信
し
た
文
書
の
控
え
の
み
、
遷
陵
県
が
受
信
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル

文
書
＋
遷
陵
県
が
発
信
し
た
文
書
の
控
え
、
の
三
種
類
に
わ
け
て
示

す
。
な
お
便
宜
の
た
め
、
各
簡
の
最
後
に
簡
単
な
文
書
の
流
れ
を
記

し
た
。
↑
は
上
行
文
書
、
↓
は
下
行
文
書
、
→
は
平
行
文
書
で
あ
る

こ
と
を
示
す
。

●
遷
陵
県
が
受
信
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
文
書
の
み

簡
一
〇　

廿
八
月
七
月
戊
戌
朔
乙
巳
啓
陵
郷
趙
敢
言
之
令
々
啓
陵
捕

＝
獻
鳥
得
明
渠

雌
一
以
鳥
及
書
屬
尉
史
文
令
輸
文
不
�
受
即
發
鳥
送
書
削

＝
去

其
名
以
予
小
史
適
々
弗
敢
受
即
詈
適
└
已
有
道
船
中
出
操

＝
楫
以
走
趙
奊

詈
趙
謁
上
獄
治
當
論
々
敢
言
之
令
史
上
見
其
詈
趙　
（
正
）

七
月
乙
卯
啓
陵
郷
趙
敢
言
之
恐
前
書
不
到
寫
上
敢
言
之
／

＝
貝
手

七
月
己
未
水
下
八
刻
□
□
□
以
來
／
敬
半　
　
　
　

貝
手

（
背
）
八
―
一
五
六
二
（
幅
二
七
㎜
）

＊
遷
陵
県
↑
啓
陵
郷
（
オ
リ
ジ
ナ
ル
）
二
通　

と　

遷
陵
県

に
お
け
る
受
信
記
録

簡
一
一　

〼
未
朔
己
未
巴
叚
守
丞
敢
告
洞
庭
守
主
卒
人
可
令
縣
論
〼

卒
人
卒
人
已
論
它
如
令
敢
告
主
不
疑
手
・
以
江
州
印
行
事

六
月
丙
午
洞
庭
守
謂
遷
陵
嗇
夫
□
署
遷
陵
亟
論
言
史
署
中

＝
曹
發
它

如
律
令
／
和
手　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
正
）

〼
佐
惜
以
來
／
欣
發　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
背
）

八
―
六
一
＋
二
九
三
＋
二
〇
一
二
（
幅
三
七
㎜
）

＊
巴
郡
→
洞
庭
郡
（
洞
庭
郡
で
巴
郡
か
ら
の
文
書
を
再
録
）

と　

洞
庭
郡
↓
遷
陵
県
（
オ
リ
ジ
ナ
ル
）
と　

遷
陵
県
に

お
け
る
受
信
記
録

●
遷
陵
県
が
発
信
し
た
文
書
の
控
え
の
み

簡
一
二　

卅
三
年
二
月
壬
寅
朔
々
日
遷
陵
守
丞
都
敢
言
之
令
曰
恒
以

朔
日
上
所
買
徒
隸
數
・
問
之
毋
當
令
者
敢
言
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之　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
正
）

二
月
壬
寅
水
十
一
刻
々
下
二
郵
人
得
行　
　
　

�
手（
背
）

八
―
一
五
四
（
幅
二
八
㎜
）

＊
洞
庭
郡
↑
遷
陵
県
（
控
）　

と　

遷
陵
県
の
発
信
記
録

簡
一
三　

卅
一
年
後
九
月
庚
辰
朔
辛
巳
遷
陵
丞
昌
謂
倉
嗇
夫
令
史
言

＝
以
辛
巳
視
事
以
律
令
假
養
襲
令
史
朝
走
啓

　
　
　
　

＝
定
其
符
它
如
律
令
（
正
）

後
九
月
辛
巳
旦
守
府
快
行　
　
　
　
　
　
　
　

言
手（
背
）

（
八
―
一
五
六
〇
）

＊
遷
陵
県
↓
倉
（
控
）
と　

遷
陵
県
の
発
信
記
録

●
遷
陵
県
が
受
信
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
文
書
と
遷
陵
県
が
発
信
し
た
文

書
の
控
え

簡
一
四　

卅
四
年
七
月
甲
子
朔
癸
酉
啓
陵
郷
守
意
敢
言
之
廷
下
倉
守

慶
書

言
令
佐
�
載
粟
啓
陵
郷
今
已
載
粟
六
十
二
石
爲
付
券
一
上

謁
令
倉
守
敢
言
之
・
七
月
甲
子
朔
乙
亥
遷
陵
守
丞
�
告
倉

主
下
券
以
律
令
從
事
／
壬
手
／
七
月
乙
亥
旦
守
府
�
行（

正
）

七
月
乙
亥
旦
□
□
以
來
／
壬
發　
　
　
　
　
　

恬
手（
背
）

八
―
一
五
二
五
（
幅
二
七
㎜
）

＊
遷
陵
県
↑
啓
陵
郷
（
オ
リ
ジ
ナ
ル
）　

と　

遷
陵
県
↓
倉

（
控
）、
遷
陵
県
に
お
け
る
発
信
記
録
と
受
信
記
録

簡
一
五　

〼
亥
朔
辛
丑
琅
邪
叚
守
□
敢
告
內
史
屬
邦
郡
守
主
琅
邪
尉

＝
徒
治
即
□
〼

琅
邪
守
四
百
卅
四
里
□
可
令
縣
官
有
辟
吏
卒
衣
用
及
卒
有

＝
物
故
當
辟
徵
遝
〼

告
琅
邪
尉
毋
告
琅
邪
守
固
留
費
且
輒
卻
論
吏
當
坐
者
它
如

＝
律
令
敢
□
〼

□
一
書·

以
蒼
梧
尉
印
行
事
／
六
月
乙
未
洞
庭
守
禮
謂
縣

＝
嗇
夫
聽
書
從
事
□

□
軍
吏
在
縣
界
中
者
各
告
之
新
武
陵
別
四
道
以
次
傳
別
書

＝
寫
上
洞
庭
（
正
）

尉
皆
勿
留
／
葆
手

／
驕
手
／
八
月
甲
戌
遷
陵
守
丞
膻
之
敢
告
尉
官
主
以
律
令

從
事
傳
別
書

貳
春
下
卒
長
奢
官
／
□
手
／
丙
子
旦
食
走
郵
行
〼

□
月
庚
午
水
下
五
刻
士
五
宕
渠
道
□
邑
疵
以
來
／
朝
半
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洞
〼
（
背
）（
八
―
六
五
七
）

＊
琅
邪
郡
→
洞
庭
郡（
洞
庭
郡
が
琅
邪
か
ら
の
文
書
を
再
録
）

洞
庭
郡
↓
遷
陵
県
（
オ
リ
ジ
ナ
ル
）　

と　

遷
陵
県
↓
尉

（
控
）
と　

遷
陵
に
お
け
る
受
信
記
録
と
発
信
記
録

　

以
上
の
例
か
ら
、
帳
簿
以
外
の
、
通
常
の
文
書
の
送
付
に
も
、
ま

た
控
え
文
書
に
も
単
独
簡
が
使
わ
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
さ
ら

に
受
信
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
文
書
の
あ
と
に
発
信
文
書
の
控
え
を
書
く

と
い
う
、
居
延
と
同
様
の
処
理
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
も
、
当
初
か

ら
指
摘
さ
れ
て
き
た
通
り
で
あ
る
。

　

さ
て
書
き
方
と
し
て
は
、
い
ず
れ
も
正
面
に
、
受
信
あ
る
い
は
発

信
し
た
文
書
の
本
文
が
、
背
面
に
は
、
受
信
・
発
信
の
記
録
と
「
某

手
」
が
記
さ
れ
る
の
が
通
例
で
あ
る
。
た
だ
し
、
簡
一
〇
や
簡
一
四

の
よ
う
に
、
発
信
文
書
が
正
面
か
ら
背
面
に
回
っ
て
い
る
も
の
が
あ

る
の
で
、表
裏
を
使
っ
て
書
い
て
も
よ
い
の
で
あ
ろ
う
。こ
れ
に
よ
っ

て
編
綴
が
想
定
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
理
解
で
き
る
。

　

編
綴
を
想
定
し
な
い
こ
と
と
関
連
し
て
指
摘
し
て
お
き
た
い
の

は
、
三
行
書
き
へ
の
意
識
で
あ
る
。
上
掲
の
諸
簡
以
外
の
単
独
簡
文

書
も
含
め
て
み
て
も
、
三
行
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
の
も
の
が
多
い
。

中
に
は
簡
一
二
や
八
―
一
五
五
九（

5
）の

よ
う
に
、
三
行
目
に
「
之
」
一

字
だ
け
を
配
置
し
、
無
理
に
で
も
三
行
に
し
て
い
る
か
の
よ
う
な
も

の
も
あ
る
。
一
方
、
二
行
書
き
の
も
の
を
見
る
と
、
居
延
の
両
行
簡

の
如
く
書
写
面
全
体
に
二
行
分
の
文
字
を
配
置
す
る
の
で
は
な
く
、

右
か
ら
２
行
を
つ
め
て
書
き
、
三
行
目
以
降
の
ス
ペ
ー
ス
を
空
白
の

ま
ま
残
す
も
の
が
あ
る
（
遷
陵
受
信
オ
リ
ジ
ナ
ル
文
書
で
は
八
―

一
五
二（

6
）・

八
―
一
五
六
三（

7
）な

ど
、
遷
陵
発
信
文
書
控
え
で
は
八
―
一

五
八（

8
）な

ど
）。
こ
の
よ
う
に
２
行
で
書
け
る
の
に
三
行
に
す
る
こ
と

と
、
二
行
書
い
て
三
行
目
を
残
す
こ
と
は
一
見
正
反
対
の
よ
う
で
あ

る
が
、
と
も
に
三
行
を
意
識
し
た
と
い
う
点
で
は
同
じ
で
あ
る
。

　

既
発
表
の
里
耶
秦
簡
を
見
る
限
り
、
編
綴
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ

る
簡
の
中
で
、
三
行
以
上
書
か
れ
た
も
の
は
見
当
た
ら
な
い
。
こ
の

こ
と
か
ら
里
耶
に
お
い
て
も
、
編
綴
す
る
簡
は
、
お
そ
ら
く
一
行
か

二
行
が
標
準
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
牘
は
、
三
行
あ

る
い
は
そ
れ
以
上
書
く
も
の
だ
と
い
う
意
識
が
感
じ
ら
れ
る
。

　

そ
れ
で
は
次
に
、
こ
れ
ら
の
文
書
の
記
載
事
項
を
ま
と
め
、
居
延

の
単
独
簡
と
比
較
検
討
し
て
み
た
い（

9
）。

里
耶
の
記
載
事
項
は
お
よ
そ

以
下
の
よ
う
に
な
る
。
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Ⅰ　

上
行
文
書
「
年
月
日　

発
信
者　

敢
言
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
文　

敢
言
之
」

　
　

下
行
文
書
「
年
月
日　

発
信
者　

謂　
　

受
信
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
文　

如
律
令
・
以
律
令
従
事
な
ど
」

　
　

平
行
文
書
「
年
月
日　

発
信
者　

敢
告　
　

受
信
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
文
（
它
如
律
令
・
以
律
令
従
事
）
敢
告
」

Ⅱ　
「
某
手
」

Ⅲ　
「
某
発
」
あ
る
い
は
「
某
半
」

Ⅳ　

受
信
記
録
「
月
日
時
某
以
来
」
あ
る
い
は
発
信
記
録
「
月
日
時

某
行
」（
時
刻
の
な
い
場
合
も
あ
る
）

　

Ⅰ
に
示
し
た
書
式
は
、
居
延
漢
簡
に
お
け
る
整
っ
た
書
式
の
文
書

と
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
居
延
で
は
こ
う

し
た
文
書
は
冊
書
に
書
か
れ
る
の
が
通
例
で
あ
り
、
板
状
単
独
簡
は

用
い
ら
れ
な
い（

10
）。

そ
れ
は
公
式
性
あ
る
い
は
格
の
高
さ
の
点
で
、
冊

書
と
単
独
簡
が
区
別
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
が
、
里
耶
に
お
い
て

は
、
少
な
く
と
も
正
式
な
書
式
の
文
書
が
単
独
簡
と
い
う
形
態
を
と

る
こ
と
に
、
問
題
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
単
独
簡
の
地
位
の

高
さ
を
示
し
て
い
る
と
も
い
え
る
。
た
だ
、
現
時
点
で
は
復
元
可
能

な
冊
書
が
き
わ
め
て
少
数
で
あ
る
た
め（

11
）、

冊
書
と
の
比
較
検
討
が
で

き
な
い
。
ま
た
、里
耶
に
お
い
て
も
「
書
」
と
か
「
記
」
と
い
っ
た
、

文
書
の
種
類
が
あ
っ
た
の
か（

12
）、

な
ど
も
不
明
で
あ
る
。
従
っ
て
、
居

延
と
の
比
較
に
お
い
て
単
独
簡
の
地
位
の
高
さ
を
指
摘
す
る
に
と
ど

め
て
お
き
た
い
。

　

次
に
Ⅱ
の
「
某
手
」
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
こ
う
し
た
書
記
官
の

署
名
は（

13
）、

居
延
で
は
「
掾
雲
守
屬
延
書
佐
定
世
」（
四
二
・
二
〇
）

の
よ
う
に
、
複
数
、
官
職
名
と
名
を
署
名
す
る
の
が
通
例
で
あ
る
。

し
か
し
、
里
耶
で
は
一
人
、
し
か
も
官
職
名
の
な
い
名
の
み
の
署
名

で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
県
や
郡
に
は
複
数
の
書
記
官
が
い
た
は
ず
で

あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
単
独
署
名
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、

高
村
武
幸
氏
は
居
延
漢
簡
の
複
数
署
名
の
検
討
か
ら
、書
記
官
は「
常

に
複
数
・
共
同
で
文
書
の
作
成
に
携
わ
っ
て
」
い
た
か
ら
、
唯
一
署

名
し
て
い
る
「
某
」
は
「
書
記
官
ら
を
監
督

0

0

し
文
書
作
成
を
管
理

0

0

し

た
者
」（
傍
点
は
角
谷
）
で
は
な
い
か
と
す
る（

14
）。

そ
う
考
え
る
と
、

氏
が
指
摘
す
る
、
同
じ
署
名
で
あ
り
な
が
ら
本
文
の
筆
跡
が
違
う
と

い
う
現
象
も
理
解
で
き
る
わ
け
で
あ
る
。
単
独
署
名
の
理
由
は
、
高

村
氏
の
よ
う
に
考
え
る
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。
た
だ
「
監
督
・
管
理

者
」
の
具
体
的
内
容
が
文
書
作
成
の
「
責
任
者
」
だ
と
仮
定
し
た
場

合
、
短
期
間
に
「
某
手
」
が
替
わ
っ
て
い
る
例
が
や
や
不
可
解
で
あ

る
。
例
え
ば
、
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簡
一
六　

卅
二
年
正
月
戊
寅
朔
甲
午
啓
陵
鄕
夫
敢
言
之
…（
以
下
略
）

…敢
言
之
（
正
）

正
月
戊
寅
朔
丁
酉
遷
陵
丞
昌
郤
之
…
（
以
下
略
）
…

其
以
律
令
／
氣
手
／
正
月

戊
戌
日
中
守
府
快
行

正
月
丁
酉
旦
食
時
隷
妾
冉
以
來
／
欣
發　
　
　

壬
手（
背
）

（
八
―
一
五
七
）

簡
一
七　

卅
二
年
三
月
丁
丑
朔= 

日
遷
陵
丞
昌
敢
言
之
令
曰
上

　
　
　
　

＝
葆
繕
牛
車
薄
恒

會
四
月
朔
日
泰
守
府
・
問
之
遷
陵
毋
┘
當
令
者
敢
言
之（

正
）

三
月
丁
丑
水
十
一
刻= 

下
二
都
郵
人
□
廛
行　

尚
手（
背
）

（
八
―
六
二
）

簡
一
八　

卅
二
年
四
月
丙
午
朔
甲
寅
遷
陵
守
丞
色
敢
告
酉
陽

　
　
　
　

＝
丞
主
令
史
下
絡
帬
直
書
已
到
敢
告
主
（
正
）

四
月
丙
辰
旦
守
府
快
行
旁　

欣
手
（
背
）（
八
―
一
五
八
）

　

簡
一
六
の
背
面
、
簡
一
七
、
簡
一
八
の
正
面
は
全
て
三
二
年
の
遷

陵
県
発
信
文
書
で
あ
る
。
書
記
の
署
名
を
み
る
と
、
簡
一
六
は
氣
、

簡
一
七
は
尚
、
簡
一
八
は
欣
と
、
同
じ
年
の
正
月
・
三
月
・
四
月
の

書
記
の
署
名
が
全
て
異
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
翌
三
三
年
二
月
の
遷

陵
県
発
信
文
書
（
八
―
一
五
四
）
の
書
記
の
署
名
に
は
�
と
あ
り
、

同
年
六
月
の
文
書
（
八
―
七
六
八
）
に
は
履
と
み
え
る
。
こ
の
よ
う

に
短
期
間
に
書
記
官
グ
ル
ー
プ
の
責
任
者
が
交
代
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
そ
も
そ
も
書
記
名
を
記
す
の
は
、
文
書
作
成
者
の
責
任
の
所
在

を
明
ら
か
に
す
る
た
め
で
あ
ろ
う
。「
二
年
律
令
」
賊
律
に
は
、

□
□
□
而
誤
多
少
其
實
、
及
誤
脱
字
、
罰
金
一
両
。
誤
、
其
事

可
行
者
、
勿
論
。

と
あ
り
、
業
務
執
行
上
支
障
が
出
る
よ
う
な
書
き
間
違
い
に
つ
い
て

は
、
罰
則
規
定
が
あ
っ
た
。
ま
た
里
耶
秦
簡
八
―
七
五
五
〜
七
五
九

の
冊
書
の
中
に
、

卅
四
年
六
月
甲
午
朔
乙
卯
、
洞
庭
守
禮
謂
遷
陵
丞
、

丞
言
、
徒
隸
不
田
、
奏
曰
、
司
空
厭
等
當
坐
、
皆
有
它
罪
、

（
八
―
七
五
五
）（
正
）
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耐
爲
司
寇
、
有
書
、
書
壬
手
、
令
曰
、
吏
僕
養
走
工
組

織
守
府
門
削劰
匠
及
它
急
事
不
可
令
田
、
六
人
予
田
徒

（
八
―
七
五
六
）

　
「
有
書
、
書
壬
手
」
と
み
え
る
。
こ
の
「
有
書
」
と
い
う
の
は
居

延
漢
簡
に
も
、

元
壽
二
年
十
二
月
庚
寅
朔
戊
申
張
掖
居
延
都
尉
博
庫
守
丞
賢
兼

行
丞
事
謂
甲
渠
鄣
候
、
言
、
候
長
楊
襃
私
使
卒
并
積

一
日
賣
羊
部
吏
故
貴
酣酣
五
不
日
迹
一
日
以
上
、
燧
長
張
譚
毋
状

請
厈
免
、
有
書
、
案
褒
私
使
卒
并
積
一
日
燧
長
張

Ｅ
・
Ｐ
・
Ｔ
五
九
：
五
四
八
Ａ

と
み
え
る
。
こ
れ
は
甲
渠
候
官
が
、
候
長
楊
襃
と
隧
長
張
譚
二
人
の

罷
免
を
願
い
出
た
こ
と
に
対
す
る
都
尉
府
の
返
答
で
あ
る
。
こ
こ
に

み
え
る
「
有
書
」
と
は
、彼
ら
の
不
行
き
届
き
に
関
す
る
書
類
は
ち
ゃ

ん
と
あ
る
、
即
ち
証
拠
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
る（

15
）、

と
い
う
こ
と
で

あ
ろ
う
。
里
耶
の
「
有
書
」
も
こ
れ
と
同
じ
よ
う
に
理
解
で
き
る
と

す
れ
ば
、
遷
陵
丞
の
主
張
に
は
基
づ
く
文
書
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
た
だ
、こ
こ
で
注
意
し
た
い
の
は
、そ
こ
に
「
書
壬
手
」
と
、

署
名
ま
で
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
厳
格
な
や
り

方
か
ら
も
、「
某
手
」
は
、
や
は
り
責
任
の
所
在
を
明
ら
か
に
す
る

た
め
の
重
要
な
記
録
だ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
よ
う
。

　

な
ら
ば
、
な
ぜ
短
期
間
で
署
名
名
義
が
代
わ
っ
た
り
、
官
職
名
を

書
か
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
実
は
単
独
か
つ
名
の
み
の
署
名
は
「
手
」

だ
け
で
は
な
い
。
文
書
に
は
「
手
」
の
他
に
も
、「
発
」
や
「
半
」（
開

封
記
録
）、「
行
」（
発
送
記
録
）、「
以
来
」（
受
信
記
録
）
な
ど
、
行

為
者
の
名
が
記
録
さ
れ
る
項
目
が
い
く
つ
か
あ
る
が
、「
手
」
の
他

に
「
発
」
及
び
「
半
」
も
、
官
職
名
あ
る
い
は
身
分
を
明
示
せ
ず
名

の
み
で
記
録
さ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
名
の
み
で
み
え
る
人
た
ち
が
官

職
に
つ
い
て
い
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
邢
義
田
氏
も
指
摘
す
る
よ
う

に
、
し
ば
し
ば
同
じ
文
書
の
中
に
官
職
名
を
帯
び
て
登
場
す
る
こ
と

か
ら
、「
某
手
」
の
某
は
令
史
や
史
、
佐
と
い
っ
た
官
職
を
持
っ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る（

16
）。

ま
た
、「
発
」「
半
」
に
見
え
る
名
は
「
手
」

の
名
と
同
じ
も
の
も
少
な
く
な
い
。
つ
ま
り
、「
手
」「
発
」「
半
」

は
い
わ
ゆ
る
書
記
官
が
担
当
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
令
史
や
佐
が
担

当
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
官
職
名
を
書
か
な
い
と
い
う
こ
と

は
、
文
書
作
成
シ
ス
テ
ム
の
未
成
熟
、
あ
る
い
は
書
記
と
い
う
官
職

そ
の
も
の
の
未
成
熟
と
評
価
す
る
こ
と
も
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　

た
だ
、
名
の
み
で
署
名
す
る
の
は
佐
や
史
と
い
っ
た
属
吏
だ
け
で
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は
な
い
。
こ
れ
も
邢
義
田
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
某
に
は
貮
春
郷

守
や
都
郷
守
な
ど
の
場
合
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
名
の
み
を
記
す
の

が
い
わ
ゆ
る
書
記
官
だ
け
で
な
い
と
す
る
と
、
こ
れ
は
単
に
書
記
官

組
織
の
あ
り
方
や
文
書
作
成
シ
ス
テ
ム
如
何
の
問
題
に
は
と
ど
ま
ら

な
い
か
も
し
れ
な
い
。
同
じ
佐
で
も
「
手
」
に
出
て
く
る
と
き
は
名

の
み
だ
が
、
送
達
者
と
し
て
出
て
く
る
時
は
官
職
名
を
帯
び
て
い
る

こ
と
か
ら
推
測
す
る
に（

17
）、

文
書
作
成
と
送
達
は
仕
事
の
性
質
が
違
う

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
文
書
を
運
ぶ
と
い
う
業
務
が
、
一
つ
の
独

立
し
た
業
務
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
里
耶
に
お
け
る
文
書
作
成
は
、

誤
解
を
恐
れ
ず
言
う
な
ら
ば
、官
署
の
長
官
な
ど
文
書
の
発
信
者
と
、

実
際
の
書
き
手
は
一
体
化
し
た
も
の
、
そ
の
よ
う
な
認
識
が
あ
っ
た

よ
う
に
思
え
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
組
織
化
さ
れ
、
独
立
し
た
書
記

担
当
部
署
の
中
で
、
所
定
の
ル
ー
ト
と
や
り
方
に
従
っ
て
文
書
が
作

成
・
処
理
さ
れ
て
ゆ
く
、
そ
う
し
た
世
界
で
は
な
か
っ
た
の
で
は
な

い
か
。
重
大
な
書
き
誤
り
は
処
罰
す
る
、
従
っ
て
責
任
の
所
在
を
明

確
に
す
る
必
要
が
あ
る
一
方
、
書
記
は
発
信
者
の
手
の
延
長
の
如
き

観
念
の
存
在
が
感
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

最
後
に
Ⅲ
と
Ⅳ
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
て
お
き
た
い
。「
発
」「
半
」

の
解
釈
に
も
議
論
が
あ
る
が
、開
封
行
為
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う（

18
）。

居
延
に
お
い
て
も
、
受
信
し
た
文
書
自
体
に
開
封
記
録
を
書
い
た
例

が
あ
る
。

建
始
元
年
三
月
甲
子
朔
癸
未
右
後
士
吏
雲
敢
言
之

迺
十
二
月
甲
辰
受
遣
盡
甲
子
積
廿
日
食
未
得
唯
官
移

（
二
八
四
・
一　

Ａ
三
三
）

　
　
　
　
　
　
　
　

以
檄
□
史
残
曰
食
皆
常
詣
官
廩

城
官
致
敢
言
之

　
　
　
　
　
　
　
　

非
得
廩
城
官　
　
　
　
（
二
八
四
・
四
Ａ
）

董
雲　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

令
史
博
發

三
月
丙
戌
肩
水
庫
嗇
夫
宋
宗
以
來　
　
　

君
前（

二
八
四
・
四
Ｂ
）

　

こ
れ
は
、
右
後
士
吏
の
雲
か
ら
肩
水
候
官
に
送
ら
れ
た
二
枚
の
木

簡
か
ら
な
る
冊
書
で
あ
る
。
二
枚
目
裏
の
中
央
部
に
、「
令
史
の
博

が
君
の
前
で
発ひ
ら

い
た
」と
い
う
注
記
が
あ
る
。こ
う
し
た
例
は
Ｅ
・
Ｐ
・

Ｔ
五
二
：
四
一
六
Ｂ
（「
〼
日
尉
史
□
發
〼
下
」）、
Ｅ
・
Ｐ
・
Ｔ
五
九
：

四
九
Ｂ
（「
即
日
士
吏
褒
發
門
下
」）、
さ
ら
に
肩
水
金
関
漢
簡
の
Ｅ

Ｊ
Ｔ
七
：
二
六
（「
騂
北
亭
長
発
君
前
））
や
Ｅ
Ｊ
Ｔ
八
：
五
一
（「
嗇

夫
當
発
君
門
下
））
な
ど
、少
な
か
ら
ず
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
「
某

が
某
前
（
門
下
）
に
発
く
」
と
い
う
注
記
が
、
い
ず
れ
も
簡
の
背
面
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中
央
部
に
あ
る
の
は
、
簡
の
中
央
部
に
あ
っ
た
封
泥
を
切
っ
て
開
封

し
、
封
泥
が
取
り
除
か
れ
た
部
分
に
記
録
し
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

　

た
だ
、
こ
う
し
た
居
延
の
開
封
記
録
は
、
里
耶
の
そ
れ
と
は
少
し

性
格
が
違
う
よ
う
に
思
え
る
。
里
耶
の
記
録
が
単
に
「
某
発
」
と
書

か
れ
る
だ
け
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
居
延
で
は
必
ず
「
某
前
」
と
、

開
封
し
た
場
所
が
記
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
全
て
の
文
書

を
長
官
の
前
で
開
封
す
る
の
で
あ
れ
ば
注
記
す
る
必
要
は
な
い
の
だ

か
ら
、
こ
れ
は
通
例
で
な
い
処
理
な
の
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
次
の

封
検
の
中
央
に
、

居
延
令
印

□□
甲
渠
發
候
尉
前

□
□
□
□
□
以
來　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
五
・
一　

破
城
子
）

　
「
甲
渠
宛
、
候
尉
の
前
に
発
け
」
と
書
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、
開

封
方
法
の
指
定
が
あ
っ
た
場
合
に
限
っ
て
、
そ
の
こ
と
が
注
記
さ
れ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
居
延
で
は
、
通
常
は
文
書
本
体
に
開
封

記
録
を
書
く
こ
と
は
な
い
の
に
対
し
て
、
里
耶
で
は
、
通
常
の
文
書

も
全
て
開
封
時
に
、
文
書
本
体
に
記
録
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

最
後
に
受
信
・
発
信
記
録
で
あ
る
が
、
受
信
記
録
は
居
延
に
お
い

て
も
、王

充
印

甲
渠
候
官

閏
月
甲
寅
第
七
卒
會
以
來　
　
　
　
（
三
〇
・
一
七　

破
城
子
）

の
よ
う
に
、検
や
文
書
の
裏
な
ど
に
月
日
と
配
達
人
が
注
記
さ
れ
る
。

時
刻
が
記
さ
れ
な
い
こ
と
以
外
は
里
耶
と
大
き
な
違
い
は
な
い（

19
）。

た

だ
発
信
記
録
に
は
違
い
が
あ
る
。
里
耶
で
は
「
九
月
辛
亥
水
下
九
刻

感
行
」（
八
―
一
五
一
一
）
の
如
く
、「
行
」、即
ち
配
達
記
録
で
あ
り
、

配
達
人
の
名
と
日
時
、
さ
ら
に
時
刻
ま
で
記
録
さ
れ
て
い
る
（
簡
一

二
な
ど
）。
一
方
居
延
で
は
、
永
田
英
正
氏
に
よ
っ
て
発
信
日
簿
と

名
付
け
ら
れ
た（

20
）も

の
が
あ
り
、
そ
れ
は
、

●
候
長
王
彊
王
覇
坐
毋
辨
護
不
勝
任
免
移
名
府
●
一
事
集
封
八

月
丙
申
掾
彊
封　
　
　
　
　
　
　
（
三
一
七
・
二
一　

破
城
子
）

の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
た
だ
、
こ
れ
は
文
書
本
体
に
記
さ
れ
た

も
の
で
は
な
い
し
、
あ
く
ま
で
封
の
記
録
で
あ
っ
て
配
達
記
録
で
は
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な
い
た
め
、
配
達
人
の
記
録
は
な
い
。
そ
こ
で
里
耶
の
よ
う
に
文
書

本
体
に
記
録
し
た
も
の
を
探
す
と
、

元
延
四
年
九
月
戊
寅
朔
戊
寅
不
侵
候
〼

謹
移
八
月
郵
書
課
一
編
敢
言
之
（
Ｅ
・
Ｐ
・
Ｔ
四
〇
：
一
四
七
Ａ
）

□
□
命
第
七
吏
即
日
下
餔
時
起
（
Ｅ
・
Ｐ
・
Ｔ
四
〇
：
一
四
七
Ｂ
）

の
よ
う
な
例
が
あ
る
。
こ
こ
に
も
配
達
人
の
名
は
な
い
が
、
こ
う
し

た
記
録
は
控
え
文
書
（「
書
即
日
餔
時
起
候
官
」
Ｅ
Ｐ
Ｔ
五
六
：
六

な
ど
）
や
、
檄
（「
建
武
四
年
十
一
月
戊
戌
起
府
」
Ｅ
Ｐ
Ｆ
二
二
・

一
五
一
）
な
ど
に
も
多
数
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
配
達
人
の
名

や
時
刻
が
必
ず
し
も
記
さ
れ
て
い
な
い
の
は
配
達
シ
ス
テ
ム
と
関
係

す
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
が
、
受
信
・
発
信
記
録
に
つ
い
て

は
、
里
耶
と
居
延
で
大
き
な
違
い
は
な
い
と
い
え
よ
う
。

　

以
上
み
て
き
た
種
々
の
記
録
は
、
若
干
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
、

全
て
居
延
と
共
通
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
た
だ
異
な
る
の
は
、
全
て

の
情
報
が
文
書
本
体
に
集
約
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
帳

簿
作
成
及
び
点
校
シ
ス
テ
ム
と
も
か
か
わ
る
で
あ
ろ
う
が
、
単
独
簡

が
選
択
さ
れ
た
理
由
で
も
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

4
、
単
独
簡
多
用
の
要
因

　

こ
れ
ま
で
、
里
耶
秦
簡
に
お
い
て
単
独
簡
が
用
い
ら
れ
て
い
る
実

例
を
あ
げ
、
居
延
漢
簡
と
比
較
検
討
し
た
。
次
に
単
独
簡
が
用
い
ら

れ
る
背
景
を
考
察
し
て
み
た
い
。

　

ま
ず
、
単
独
簡
を
用
い
る
の
は
、
書
き
手
が
勝
手
に
選
択
し
た
も

の
で
は
な
く
、
規
定
に
の
っ
と
っ
た
場
合
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た

い
。「
二
年
律
令
」
田
律
に
、

官
各
以
二
尺
牒
疏
書
一
歳
馬
牛
它
物
用
�
數
、
餘
見
芻
�
數
、

上
内
史
、
恒
會
八
月
望
。

と
あ
り
、
馬
牛
它
物
の
用
槀
数
な
ど
を
内
史
に
提
出
す
る
時
に
は
、

「
二
尺
の
牒
」
に
「
疏
書
」
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
で
は
、
そ

れ
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
形
態
な
の
だ
ろ
う
か
。
実
は
先
に
挙
げ

た
簡
七
が
、
こ
の
規
定
を
よ
く
反
映
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
簡
は
庫
か
ら
県
に
「
作
徒
簿
」
を
送
っ
た
も
の
で
、「
二
年

律
令
」
の
規
定
と
は
帳
簿
の
内
容
も
違
う
し
、
内
史
に
上
っ
た
も
の

で
も
な
い
。
し
か
し
長
さ
は
四
五
・
八
㎝
（
＝
二
尺
）
で
、「
疏
書

作
徒
簿
一
牒
」
と
あ
る
よ
う
に
、
帳
簿
を
「
疏
書
」
し
た
「
二
尺
の
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牒
」
な
の
で
あ
る
。

　

も
う
一
例
、
八
―
一
四
五
を
挙
げ
る
。
こ
れ
は
、
幅
約
五
・
八
㎝
、

長
さ
約
三
五
㎝
（
図
版
に
つ
け
ら
れ
た
「
縮
小
二
十
分
之
一
」
と
い

う
注
記
に
よ
っ
て
計
算
し
た
。
拡
大
版
の
寸
法
は
こ
れ
よ
り
若
干

大
き
い
。）
で
、
一
面
に
は
、
徒
隷
の
受
領
と
配
置
、
人
数
、
作
業

内
容
を
記
し
た
リ
ス
ト
（「
作
徒
簿
」
の
類
）
が
６
段
に
わ
た
っ
て

書
か
れ
、
も
う
一
面
に
は
「
□
�
敢
言
之
寫
上
敢
言
之
／
痤
手
」
と

送
り
状
が
書
か
れ
て
い
る
。
上
部
は
断
裂
し
て
い
る
が
、
簡
五
〜
簡

九
な
ど
類
例
簡
の
書
式
か
ら
す
れ
ば
、「
□
�
敢
言
之
…
」
の
上
は
、

短
い
場
合
で
「
某
月
干
支
某
（
官
職
名
）」、
最
も
長
い
場
合
は
「
某

年
某
月
干
支
朔
干
支
某
（
官
職
名
）」
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
う

す
る
と
、
本
来
の
長
さ
は
四
二
㎝
〜
四
四
㎝
程
度
と
な
り
、
ほ
ぼ
二

尺
と
み
な
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。
こ
の
簡
の
場
合
、
帳
簿
を
「
寫
」
し

た
も
の
で
あ
る
た
め
か
、「
牒
」
と
か
「
疏
書
」
と
い
う
言
葉
は
現

れ
な
い
が
、
内
容
・
書
式
か
ら
み
て
簡
七
と
同
類
、
即
ち
、
帳
簿
を

「
疏
書
」
し
た
「
二
尺
の
牒
」
だ
と
考
え
て
お
き
た
い
。

　

こ
の
よ
う
に
「
二
年
律
令
」
田
律
の
規
定
と
同
じ
形
態
で
帳
簿
が

送
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
里
耶
の
単
独
簡
は
自
由
に
作

成
し
た
形
態
で
は
な
く
、
や
は
り
何
ら
か
の
規
定
に
基
づ
い
た
も
の

と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
も
し
そ
う
な
ら
ば
、「
二
年
律
令
」

の
規
定
は
、
里
耶
秦
簡
の
時
代
に
あ
っ
た
規
定
を
継
承
し
た
も
の
と

い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

一
般
に
「
二
年
律
令
」
の
「
二
年
」
は
、呂
后
二
年
（
前
一
八
六
）

と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
従
っ
て
先
の
田
律
が
漢
以
降
に
成
立
し
た
可

能
性
も
あ
る
。
し
か
し
、「
二
年
律
令
」
は
、始
皇
二
五
（
前
二
二
二
）

年
〜
二
世
皇
帝
二
（
前
二
〇
八
）
年
と
さ
れ
る
里
耶
秦
簡
と
は
時
期

的
に
近
く
、
睡
虎
地
や
龍
崗
出
土
秦
律
と
の
共
通
性
も
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
つ
ま
り
、た
と
え
漢
代
に
成
立
し
た
律
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、

そ
れ
が
秦
律
を
継
承
し
て
い
る
可
能
性
は
高
い
の
で
あ
る（

21
）。

　

た
だ
「
疏
書
」
と
「
牒
」
の
理
解
に
つ
い
て
は
問
題
が
あ
る
か
も

し
れ
な
い
。
そ
も
そ
も
「
疏
書
」
と
は
箇
条
書
き
の
意
で
あ
っ
て
、

簡
の
形
状
を
規
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
も
、
居
延
漢
簡
に
お

け
る
牒
は
一
般
に
一
行
書
き
の
細
い
簡
で
あ
る
か
ら
、「
二
尺
の
牒

に
疏
書
」
す
る
と
は
、
長
さ
二
尺
で
一
行
書
き
の
細
い
簡
を
編
綴
す

る
こ
と
だ
、
と
も
解
釈
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
先
に
見
た
よ

う
に
、
里
耶
で
は
複
数
行
書
い
た
簡
も
牒
と
呼
ば
れ
て
い
た
し
、
単

独
簡
に
箇
条
書
き
す
る
こ
と
を
「
疏
書
」
と
称
し
て
い
た
。
想
像
を

た
く
ま
し
く
す
る
な
ら
ば
、
そ
も
そ
も
、
一
行
書
き
の
簡
を
編
綴
し

た
形
態
は
、簡
そ
の
も
の
が
「
疏わ
か

」
た
れ
て
い
る
が
ゆ
え
に
「
疏
書
」

と
は
い
わ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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さ
て
、
使
用
す
る
簡
牘
に
つ
い
て
の
規
定
が
あ
っ
た
こ
と
を
み
た

が
、
素
材
に
つ
い
て
も
み
て
お
こ
う
。「
二
尺
の
牒
」
の
実
例
と
し

て
あ
げ
た
簡
は
い
ず
れ
も
木
簡
で
あ
っ
た
が
、
竹
簡
で
も
問
題
な
い

は
ず
で
あ
る
。「
牒
」
は
、
素
材
を
限
定
す
る
言
葉
で
は
な
い
し
、

竹
で
も
あ
る
程
度
の
幅
を
と
る
こ
と
は
で
き
、
実
際
に
幅
の
広
い
竹

簡
も
出
土
し
て
い
る（

22
）。

し
か
し
、
竹
に
は
困
ら
な
い
で
あ
ろ
う
里
耶

か
ら
出
土
し
た
秦
簡
が
、
全
て
木
簡
で
あ
る
こ
と
に
象
徴
さ
れ
る
よ

う
に
、
行
政
文
書
に
限
っ
て
み
れ
ば
、
竹
よ
り
も
む
し
ろ
木
へ
の
志

向
が
強
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
こ
と
を
示
す
も
の
と
し
て
、
雲
夢
秦
簡
司
空
律
の
規
定
を
あ

げ
て
お
き
た
い
。

令
縣
及
都
官
取
柳
及
木
楘
（
柔
）
可
用
書
者
、
方
之
以
書
、
毋

方
者
乃
用
版
。
其
縣
山
之
多
芋幷私
者
、
以
芋幷私
纏
書
、
毋
芋幷私
者
以
蒲
、

藺
以
�
萷
（
蕠削
）
之
。
各
以
其
樳奪
（
穫
）
時
多
積
之
。（
一
三

一
〜
一
三
二
）

　

柳
や
、
書
写
に
適
し
た
柔
ら
か
い
木
を
採
取
し
、
そ
れ
を
「
方
」

し
て
書
写
す
る
。
方
が
な
け
れ
ば
版
を
用
い
よ
と
い
う
の
で
あ
る
。

方
と
版
の
違
い
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
い
ず
れ
も
木
で
あ
る
こ
と

は
間
違
い
な
い
。
そ
し
て
後
半
部
分
に
み
え
る
芋幷私
や
蒲
は
、
そ
の
方

や
版
に
用
い
る
た
め
の
ひ
も
で
あ
ろ
う
。そ
の
ひ
も
を
用
い
て
、「
編
」

で
は
な
く「
纏
」、即
ち
編
む
の
で
は
な
く
束
ね
る
と
い
う
の
だ
か
ら
、

こ
の
方
や
版
は
編
綴
せ
ず
に
用
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
規
定
の

存
在
は
、
里
耶
に
お
い
て
単
独
使
用
の
木
簡
が
多
い
こ
と
の
背
景
と

し
て
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
牒
に
疏
書
す
る
規
定
、
木
簡
の
材
料
確
保
と
作
成

に
関
す
る
規
定
を
見
る
と
、
里
耶
に
お
け
る
木
簡
、
特
に
単
独
簡
の

多
用
は
、
現
場
が
適
宜
選
択
し
た
結
果
で
は
な
く
、
む
し
ろ
中
央
に

お
い
て
そ
れ
を
志
向
し
た
結
果
だ
と
考
え
ら
れ
よ
う
。で
は
そ
れ
は
、

な
ぜ
な
の
だ
ろ
う
か
。

　
『
儀
礼
』
聘
礼
に
お
い
て
、
編
綴
と
単
独
使
用
の
使
い
分
け
の
基

準
は
文
字
数
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
字
数
の
多
い
書
籍
が
冊
書
で
あ

る
こ
と
を
思
い
浮
か
べ
る
だ
け
で
十
分
納
得
で
き
る
。
し
か
し
、
里

耶
に
お
い
て
単
独
簡
が
多
用
さ
れ
る
の
は
、
文
書
の
文
字
数
が
少
な

い
か
ら
で
は
な
い
。
簡
一
五
や
八
―
一
三
五（

23
）、

Ｊ
一
⑨
―
四
〜
Ｊ
一

⑨
―
七
な
ど
は
、
い
ず
れ
も
表
裏
あ
わ
せ
て
一
六
〇
字
〜
二
〇
〇
字

程
度
あ
る
し
、
Ｊ
一
⑯
―
五
は
表
裏
で
約
三
〇
〇
字
に
及
ぶ
。
ま
た

居
延
に
お
い
て
も
、
冊
書
と
単
独
簡
は
、
文
字
数
の
多
寡
で
使
い
分

け
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
里
耶
に
お
い
て
も
、
文
字
数
以
外
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に
も
理
由
を
求
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
現
在
公
表
さ
れ
て
い
る
里
耶

秦
簡
は
、一
九
〇
〇
〇
点
弱
（
出
土
し
た
三
八
〇
〇
〇
余
点
の
う
ち
、

半
数
以
上
が
無
字
簡
と
い
う
）
の
内
、
二
六
〇
〇
点
弱
と
、
一
四
％

に
も
満
た
な
い
の
で
、
使
い
分
け
の
原
則
や
、
そ
の
理
由
な
ど
を
論

じ
る
段
階
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
現
時
点
で
の
見
通
し
を
述

べ
て
お
き
た
い
。

5
、
里
耶
秦
簡
に
み
る
「
厳
格
さ
」
と
「
未
熟
さ
」

　

こ
れ
ま
で
里
耶
秦
簡
の
単
独
簡
を
居
延
漢
簡
と
比
較
し
つ
つ
検
討

し
て
き
た
が
、
そ
の
結
果
を
ふ
ま
え
て
、
単
独
簡
多
用
の
理
由
に
つ

い
て
考
え
て
み
た
い
。
ま
ず
指
摘
で
き
る
の
が
、
居
延
以
上
の
厳
格

さ
で
あ
る
。
例
え
ば
居
延
漢
簡
に
は
、
文
書
の
受
領
報
告
を
求
め
る

「
書
到
言
」
と
か
「
相
報
」
と
い
う
文
言
が
み
え
る（

24
）。

こ
れ
は
、
文

書
の
内
容
に
対
す
る
返
答
を
求
め
た
も
の
で
は
な
く
、
文
書
を
受
領

し
た
こ
と
の
報
告
を
求
め
た
文
言
で
あ
る
。こ
う
し
た
受
領
報
告
は
、

詔
書
の
伝
達
に
際
し
て
求
め
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま

で
の
と
こ
ろ
実
際
に
報
告
し
た
例
は
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ

が
、
里
耶
秦
簡
に
は
複
数
例
見
い
だ
さ
れ
、
少
な
く
と
も
こ
の
段
階

で
は
実
際
に
報
告
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
以
下
に
例
を
挙

げ
て
お
く
。

簡
一
九　

卅
二
年
四
月
丙
午
朔
甲
寅
、
少
内
守
是
敢
言
之
、
廷
下
御

＝
史
書
、
舉
事
可
為
┘

恒
程
者
洞
庭
上
帬
直
、
書
到
言
、
今
書
已
到
、
敢
言
之

（
正
）（
八
―
一
五
二
）

簡
二
〇　

卅
二
年
四
月
丙
午
朔
甲
寅
、
遷
陵
守
丞
色
敢
告
酉
陽

　
　
　
　

＝
丞
主
令
史
下
絡
帬

直
、
書
已
到
、
敢
告
主　
　
　
　
　
（
正
）（
八
―
一
五
八
）

簡
二
一　

廿
九
年
十
二
月
丙
寅
朔
己
卯
、
司
空
色
敢
言
之
、
廷
令
隸

＝
臣
□
行

書
十
六
封
曰
傳
言
、
今
已
傳
者
敢
言
之

（
正
）（
八
―
一
五
二
四
）

簡
二
二　

卅
年
十
一
月
庚
申
朔
丙
子
、
發
弩
守
涓
敢
言
之
、
廷
下
御

＝
史
書
曰
、
縣

□
治
獄
及
覆
獄
者
或
一
人
獨
訊
囚
嗇
夫
長
丞
正
監
非
能
與

□
□
殹
不
參
不
便
書
到
尉
言
・
今
已
到
敢
言
之

（
正
）（
八
―
一
四
一
＋
八
―
六
六
八
）

　

簡
二
一
に
は
、「
傳
言
（
傳
え
ら
る
れ
ば
言
え
）」
と
い
う
文
言
が
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み
え
る
が
、
こ
れ
は
居
延
で
は
確
認
で
き
な
い
。
ま
た
、
受
領
報
告

が
求
め
ら
れ
る
文
書
の
種
類
に
つ
い
て
も
違
い
が
あ
り
そ
う
で
あ

る
。
簡
一
九
・
簡
二
二
は
と
も
に
「
御
史
書
」
に
対
す
る
受
領
報
告

で
あ
る
し
、
簡
二
一
で
は
一
六
通
に
つ
い
て
「
傳
言
」
と
な
っ
て
い

る
が
、
一
六
通
全
て
が
詔
書
で
あ
っ
た
と
は
考
え
に
く
く
、
こ
れ
は

単
に
一
六
通
一
括
で
報
告
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
う

す
る
と
、
詔
書
の
受
領
報
告
を
求
め
て
い
た
居
延
に
比
べ
て
、
受
領

報
告
を
求
め
る
文
書
の
範
囲
が
広
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
も
そ
も

こ
う
し
た
受
領
報
告
は
、

行
・
傳
書
、
受
書
、
必
書
其
起
及
到
日
月
夙
莫
、
以
輒
相
報
殹
。

書
有
亡
者
、
亟
告
官
。
隷
臣
妾
老
弱
及
不
可
誠
仁
者
勿
令
。
書

廷
辟
有
曰
報
、
宜
到
不
來
者
、
追
之
。
行
書

（
雲
夢
秦
簡　

一
八
四
〜
一
八
五
）

と
い
う
律
の
規
定
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ

る
が
、
こ
の
「
書
」
と
は
詔
書
に
限
定
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
の

だ
ろ
う
。

　

も
う
ひ
と
つ
厳
格
さ
の
例
と
し
て
、
文
書
作
成
、
発
送
、
受
信
、

開
封
と
、
文
書
処
理
の
各
過
程
に
お
け
る
逐
一
の
詳
細
な
記
録
を
あ

げ
て
お
き
た
い
。
す
で
に
検
討
し
た
よ
う
に
、
受
信
・
発
信
の
際
に

は
月
日
・
時
刻
と
担
当
者
が
、
文
書
作
成
と
開
封
に
当
た
っ
て
は
担

当
者
名
が
記
録
さ
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
記
録
は
居
延
で
も
基
本
的

に
同
じ
だ
が
、
受
信
記
録
や
配
送
記
録
に
は
時
刻
ま
で
記
録
さ
れ
る

こ
と
、ま
た
配
送
記
録
に
は
配
達
人
の
名
も
記
録
さ
れ
る
こ
と
な
ど
、

居
延
に
比
べ
て
厳
格
で
あ
る
。
し
か
も
こ
れ
ら
の
記
録
が
全
て
文
書

そ
の
も
の
に
書
き
込
ま
れ
て
い
る
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。

　

さ
て
、
以
上
の
よ
う
な
厳
格
さ
の
一
方
で
、
未
熟
さ
が
感
じ
ら
れ

る
こ
と
が
あ
る
。
一
つ
は
す
で
に
述
べ
た
、
書
記
官
署
名
に
お
い
て

官
職
名
を
記
さ
な
い
こ
と
、そ
し
て
短
期
間
に
文
書
作
成
「
責
任
者
」

が
交
代
す
る
こ
と
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
書
式
上
の
身
分
秩
序
が

未
確
立
な
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
簡
一
四
で
は
、
遷
陵
県
廷
が
啓
陵

郷
に
「
倉
守
の
慶
の
書
」
を
送
っ
て
い
る
が
、そ
れ
を
県
廷
が
「
下
」

す
と
言
い
、啓
陵
郷
は
県
に
券
を
「
上
」
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、

居
延
で
は
詔
書
の
下
達
に
限
っ
て
用
い
ら
れ
る
「
下
」
が
詔
書
以
外

に
も
用
い
ら
れ
、
こ
れ
に
対
応
し
て
通
常
の
上
行
文
書
に
お
い
て
も

「
上
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
帳
簿
の
送
達
に
お
い
て
も
、
居
延
で

は
「
敢
言
之
、
謹
移
〜
一
篇
、
敢
言
之
」
と
、「
移
」
字
を
用
い
る
が
、

里
耶
で
は
簡
一
、
簡
二
、
簡
四
な
ど
の
よ
う
に
、「
上
」
が
用
い
ら

れ
て
い
る
。
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以
上
の
よ
う
に
、
里
耶
秦
簡
に
お
い
て
は
居
延
以
上
の
厳
格
さ
が

あ
る
一
方
、
官
僚
制
度
に
お
け
る
書
記
官
の
未
確
立
、
あ
る
い
は
文

書
制
度
に
お
け
る
未
成
熟
さ
が
感
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
厳
格

さ
は
、
法
家
理
念
に
よ
る
も
の
で
は
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
厳
格
さ
と

未
成
熟
は
矛
盾
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
厳
格
さ
は
、
未
成
熟
を
背
景

と
す
る
こ
と
も
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
こ
の
未
成
熟

さ
が
、
単
独
簡
へ
の
志
向
の
背
景
と
も
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。
な
ぜ
な
ら
ば
単
独
簡
の
特
徴
は
、
一
つ
の
事
案
に
関
す
る
文
書

の
流
れ
と
、
文
書
処
理
の
記
録
が
、
脱
簡
・
錯
簡
の
心
配
な
く
、
一

枚
の
木
簡
に
集
約
さ
れ
る
こ
と
、
即
ち
安
全
・
確
実
に
あ
る
か
ら
で

あ
る
。
帳
簿
が
単
独
簡
で
送
付
さ
れ
る
の
も
、
同
様
の
理
由
で
あ
ろ

う
。
お
そ
ら
く
フ
ァ
イ
ル
機
能
が
必
要
な
段
階
、
即
ち
内
容
の
未
確

定
な
段
階
で
は
冊
書
を
、
確
定
後
の
帳
簿
は
単
独
簡
と
い
う
使
い
分

け
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。

ま
と
め

　

以
上
、
里
耶
に
お
い
て
単
独
簡
が
多
用
さ
れ
た
理
由
を
さ
ぐ
り
、

そ
れ
を
文
書
制
度
、
官
僚
組
織
の
未
成
熟
に
求
め
て
み
た
。
里
耶
秦

簡
が
全
面
的
に
公
表
さ
れ
て
い
な
い
段
階
で
の
時
期
尚
早
な
考
察

で
、推
測
を
重
ね
た
結
果
で
あ
る
。
し
か
し
敢
え
て
検
討
し
た
の
は
、

筆
者
に
と
っ
て
、
板
状
単
独
簡
が
こ
れ
ほ
ど
に
多
用
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
驚
き
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
単
独
簡
は
文
字
の
修

正
が
し
に
く
く
、
ま
た
整
理
や
保
管
も
し
に
く
い
。
従
っ
て
メ
モ
か

控
え
程
度
に
は
使
っ
て
も
、
正
式
な
文
書
に
は
向
か
な
い
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
文
書
や
帳
簿
の
作
成

及
び
整
理
、
そ
れ
ら
に
基
づ
く
点
校
制
度
、
さ
ら
に
文
書
の
伝
達
シ

ス
テ
ム
な
ど
、
全
国
規
模
で
展
開
さ
れ
る
文
書
行
政
の
い
わ
ば
草
創

期
に
位
置
す
る
の
が
里
耶
秦
簡
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、
安
全
・
確
実

と
い
う
点
か
ら
す
れ
ば
、
情
報
を
集
約
し
た
と
こ
ろ
を
作
っ
た
方
が

よ
い
、
そ
れ
が
単
独
簡
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
単
独
簡
は
決
し

て
簡
便
さ
を
選
択
し
た
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
居
延
に
比
べ
て
単

独
簡
の
地
位
が
高
い
の
は
間
違
い
な
い
と
思
う
。

　

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
文
書
行
政
上
の
シ
ス
テ
ム
や
秩
序
が
確

立
・
成
熟
し
て
く
る
と
、
そ
の
位
置
づ
け
は
当
然
変
化
す
る
は
ず
で

あ
る
。
居
延
に
お
け
る
単
独
簡
が
、
公
式
性
や
格
の
点
で
冊
書
の
下

に
位
置
す
る
よ
う
に
な
る
の
は
そ
の
た
め
で
は
な
い
か
。
さ
ら
に
そ

れ
は
紙
の
登
場
や
社
会
の
変
化
と
と
も
に
さ
ら
な
る
変
化
を
と
げ
る

で
あ
ろ
う
。簡
牘
の
形
態
や
そ
の
意
味
は
、木
や
竹
そ
し
て
紙
と
い
っ

た
即
物
的
な
条
件
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
簡
牘
が
動
き
ま
わ
る
行
政
と
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い
う
場
に
お
け
る
組
織
や
制
度
、
よ
り
大
き
く
は
統
治
理
念
、
さ
ら

に
は
人
間
関
係
の
あ
り
方
の
変
化
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
況
を
反
映

す
る
。
里
耶
、
居
延
そ
し
て
呉
簡
及
び
魏
晋
簡
に
お
け
る
単
独
簡
の

位
置
づ
け
の
変
化
は
、
そ
う
し
た
政
治
・
社
会
の
変
化
を
知
る
窓
口

と
な
ろ
う
。

　
注本

稿
で
使
用
し
た
簡
牘
の
図
版
及
び
釈
文
は
以
下
の
通
り
。

『
里
耶
秦
簡　

壹
』（
湖
南
省
文
物
考
古
研
究
所
編
著　

文
物
出
版
社　

二
〇

一
二
年
）

『
里
耶
秦
簡
牘
校
釈
（
第
一
巻
）』（
陳
偉
主
編　

武
漢
大
学
出
版
社　

二
〇

一
二
年
）

『
肩
水
金
関
漢
簡
（
壹
）』
甘
粛
簡
牘
保
護
研
究
中
心
・
甘
粛
省
文
物
考
古
研

究
所
・
甘
粛
省
博
物
館
・
中
国
文
化
遺
産
研
究
院
古
文
献
研
究
室
・

中
国
社
会
科
学
院
簡
帛
研
究
中
心
編　

中
西
書
局　

二
〇
一
一
年
）

『
張
家
山
漢
墓
竹
簡[

二
四
七
號
墓]

』
文
物
出
版
社　

二
〇
〇
一
年

『
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
』
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
整
理
小
組　

文
物
出
版
社　

一
九

七
八
年

『
居
延
漢
簡　

図
版
之
部
』（
労
�　

中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
専
刊
之

二
十
一　

一
九
五
七
年
初
版　

一
九
七
七
年
再
版
）

『
居
延
新
簡
』（
甘
粛
省
文
物
考
古
研
究
所
・
甘
粛
省
博
物
館
・
文
化
部
古
文

献
研
究
室
・
中
国
社
会
科
学
院
歴
史
研
究
所
編　

文
物
出
版
社　

一

九
九
〇
年
）

（
1
）
記
、
書
と
い
う
文
書
の
種
類
及
び
そ
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
鷹
取
祐

司
「
漢
簡
所
見
文
書
考
―
書
・
檄
・
記
・
符
」（
冨
谷
至
編
『
辺
境
出

土
木
簡
の
研
究
』
二
〇
〇
三
）
及
び
拙
稿
「
簡
牘
の
形
状
に
お
け
る

意
味
」（
同
）。

（
2
）
倉
、
庫
、
戸
曹
に
あ
る
べ
き
文
書
が
遷
陵
県
の
受
信
あ
る
い
は
発
信

文
書
と
同
じ
井
戸
か
ら
出
土
す
る
の
は
な
ぜ
か
、
と
い
う
疑
問
が
わ

く
。
こ
れ
は
県
廷
の
構
造
や
、
諸
曹
及
び
管
轄
機
関
と
の
距
離
関
係

と
井
戸
の
位
置
な
ど
が
問
題
に
な
る
で
あ
ろ
う
が
、
今
は
詳
述
す
る

準
備
が
で
き
て
い
な
い
。
簡
牘
の
内
容
か
ら
、
そ
れ
ら
諸
機
関
や
官

署
が
、
県
廷
と
近
い
位
置
に
あ
っ
た
可
能
性
を
示
す
に
止
め
て
お
き

た
い
。

（
3
）
例
え
ば
以
下
の
よ
う
な
例
が
あ
る
。

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

月
晦
日
食
馬
二
斗

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

月
二
日
食
粟
二
斗

　
　

 

孫
卿
食
馬
廩
計　
　

三
日
食
二
斗

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
日
二
斗

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
月
廿
三
日
食
馬
二
斗

（
四
一
四
・
一
Ａ
、
博
羅
松
治
、
幅
三
七
㎜
）

　
　

 
甲
渠
候
史
公
乘
徐
恵
倩
日
迹
簿　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
以
上
第
一
欄
）

　
　

 
神
爵
四
年
二
月
丙
申
視
事
初
迹
盡
晦
廿
九
日　
　

七
月
廿
九
日

　
　

 

三
月
廿
九
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
月
卅
日 　

若

　
　

 

四
月
甲
午
迹
盡
丁
未
十
四
日　
　
　
　
　
　
　
　

九
月
廿
九
日



－　 －128

　
　

 

四
月
戊
申
疾
盡
五
月
丙
子
廿
九
日
不
迹　
　
　
　

凡
迹
積
二
百
六
日

　
　

 
五
月
丁
丑
有
廖
視
事
迹
盡
晦
十
六
日

　
　

 
六
月
卅
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
上
第
二
・
三
欄
）

Ｅ
・
Ｐ
・
Ｔ
五
三
：
三
八
（
二
三
六
㎜
×
二
七
㎜
）

（
4
）
冨
谷
至
『
木
簡
・
竹
簡
の
語
る
中
国
古
代
』（
岩
波
書
店　

二
〇
〇
三
）。

（
5
）
卅
一
年
五
月
壬
子
朔
辛
巳
將
捕
爰
假
倉
茲
敢

　
　

 

言
之
上
五
月
作
徒
薄
及
最
卅
牒
敢
言

　
　

 

之
（
正
）

　
　

 

五
月
辛
巳
旦　

佐
居
以
來　

氣
發　

居
手
（
背
）　　

八
―
一
五
五
九

（
6
）
卅
二
年
四
月
丙
午
朔
甲
寅
少
内
守
是
敢
言
之
廷
下
御
史
書
舉
事
可
為
┘

　
　

 

恒
程
者
洞
庭
上
帬
直
書
到
言
今
書
已
到
敢
言
之
（
正
）

　
　

 

四
月
甲
寅
日
中
佐
處
以
來
／
欣
發　
　
　

 
處
手
（
背
）
八
―
一
五
二

（
7
）
廿
八
年
七
月
戊
戌
朔
癸
卯
尉
守
竊
敢
之
洞
庭
尉
遣
巫
居
貸
公
卒

　
　

 

安
成
徐
署
遷
陵
今
徐
以
壬
寅
事
謁
令
倉
貣
食
移
尉
以
展
約
日
敢
言
之

　
　

 

七
月
癸
卯
遷
陵
守
丞
�
之
告
倉
主
以
律
令
從
事
／
逐
手
即
徐
□
入
□

（
正
）

　
　

 

癸
卯
�
忍
宜
利
以
來
／
敞
半　

�
手
（
背
）　　
　
　

八
―
一
五
六
三

（
8
）
卅
二
年
四
月
丙
午
朔
甲
寅
遷
陵
守
丞
色
敢
告
酉
陽

　
　

 

丞
主
令
史
下
絡
帬
直
書
已
到
敢
告
主
（
正
）

　
　

 

四
月
丙
辰
旦
守
府
快
行
旁　
　

欣
手
（
背
）　　
　
　
（
八
―
一
五
八
）

（
9
）
居
延
漢
簡
に
お
け
る
書
式
を
検
討
し
た
も
の
と
し
て
、
拙
稿
「
中
国

古
代
下
達
文
書
の
書
式
」（『
簡
帛
研
究
』二
〇
〇
七　

広
西
師
範
大
学
、

二
〇
一
〇
年
）。

（
10
）
板
状
単
独
簡
に
整
っ
た
書
式
は
書
か
れ
な
い
と
し
た
が
、
上
行
文
書

に
お
い
て
は
若
干
例
外
が
あ
る
。
そ
れ
は
借
金
を
俸
給
で
支
払
う
こ

と
を
求
め
る
内
容
で
、
形
態
は
、
上
行
文
書
の
記
に
よ
く
見
ら
れ
る

よ
う
に
、
単
独
簡
の
真
ん
中
に
封
泥
を
置
く
た
め
の
空
白
を
も
つ
も

の
で
あ
る
。
例
え
ば
、

　
　

 

陽
朔
元
年
七
月
戊
午
當
曲　
　

 

燧
長
譚
敢
言
之
負
故
止
害
燧

　
　

 

長
寧
常
交
錢
六
百
願
以
七　
　

 

月
奉
錢
六
百
償
常
以
印
爲
信
敢
言
之

（
簡
側
切
込
）
Ｅ
・
Ｐ
・
Ｔ
五
二
：
八
八
Ａ

　
　

 

甲
渠
官　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｅ
・
Ｐ
・
Ｔ
五
二
：
八
八
Ｂ

　
　

 

た
だ
同
類
の
簡
の
う
ち
、
Ｅ
・
Ｐ
・
Ｔ
五
一
：
二
二
五
が
「
十
二
月

辛
巳
…
」
で
、
Ｅ
・
Ｐ
・
Ｔ
五
二
：
五
二
一
が
「
正
月
甲
子
…
」
で

始
ま
る
よ
う
に
、
年
号
が
省
略
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

（
11
）
後
に
も
あ
げ
る
よ
う
に
、
八
―
七
五
五
〜
七
五
九
が
冊
書
と
さ
れ
て

い
る
（『
里
耶
秦
簡
牘
校
釈
（
第
一
巻
）』）。

（
12
）
居
延
に
お
け
る
記
と
い
う
文
書
の
特
徴
の
一
つ
と
し
て
、「
官
告
〜
」「
告

〜
」
で
始
ま
る
簡
略
な
書
き
出
し
が
あ
る
が
、
里
耶
に
は
「
敢
告
〜
」

で
始
ま
る
一
行
書
き
の
簡
が
あ
る
。
例
え
ば
、

　
　

 

敢
告
尉
以
書
到
時
盡
將
求
盜
戍
卒
�
（
操
）
衣
器
詣
廷
唯
毋
遺

八
―
一
五
五
二
（
一
四
㎜
×
三
六
六
㎜
）

　
　

 

敢
告
司
空
主
□
十
二
月
〼　

 

八
―
一
二
八
五
（
九
㎜
×
一
三
一
㎜
〜
）

　
　

 

〼
□
將
其
求
盜
詣
廷
會
庚
午
旦
唯
毋
失
期

八
―
一
二
五
二
（
一
五
㎜
×
二
七
八
㎜
〜
）

　
　

 
最
後
の
一
二
五
二
簡
は
上
が
断
裂
し
て
い
て
不
明
だ
が
、
内
容
・
文
章
・

簡
の
形
状
が
一
五
五
二
と
似
て
い
る
た
め
同
類
の
可
能
性
が
あ
る
も

の
と
し
て
掲
げ
た
。
い
ず
れ
も
遷
陵
県
か
ら
管
轄
下
の
尉
や
司
空
に
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下
し
た
文
書
で
、
一
行
書
き
の
長
い
簡
を
用
い
て
い
る
。
一
五
五
二

は
こ
れ
一
枚
で
文
章
が
完
結
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
一
二
五
二

も
文
意
及
び
簡
の
最
後
に
三
㎝
以
上
の
空
白
を
残
し
て
い
る
こ
と
か

ら
も
、
お
そ
ら
く
一
枚
で
完
結
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
す

る
。
そ
う
す
る
と
、
こ
れ
は
遷
陵
県
に
保
管
さ
れ
た
発
信
文
書
の
控

え
か
、あ
る
い
は
受
信
者
が
こ
の
木
簡
を
も
っ
て
県
「
廷
」
に
「
詣
」
っ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
仮
に
後
者
だ
と
す
る
と
、
次
に
あ
げ
る
居

延
の
記
と
同
じ
使
い
方
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
　

 

官
告
候
長
輔
上　
　

記
到
輔
上
馳
詣
官

　
　

 

會
餔
時
輔
上
行　
　

與
廿
一
卒
滿
之　
（
簡
左
右
側
有
刻
齒
）

Ｅ
・
Ｐ
・
Ｔ
五
六
：
八
八
Ａ

　
　

 

詣
官
欲
有
所
驗　
　

毋
以
它
爲

　
　

 

第
十
七
候
長
輔
上　
　
　
　

故
行　
　
　

Ｅ
・
Ｐ
・
Ｔ
五
六
：
八
八
Ｂ

　
　

 

こ
れ
は
甲
渠
候
官
か
ら
第
十
七
候
長
に
宛
て
た
文
書
で
あ
る
が
、
そ

れ
が
候
官
か
ら
出
土
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
は
受
信
者
が
候
官

に
持
っ
て
来
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
藤
田
高
夫
「
官
記
偶
識
」

『
関
西
大
学
文
学
論
集 

』
五
六
巻
二
号
、
二
〇
〇
六
）。
先
の
三
枚
の

里
耶
簡
が
こ
の
記
と
同
類
の
も
の
な
ら
ば
、
里
耶
で
は
こ
う
し
た
文

書
に
、
長
い
一
行
書
き
の
簡
を
用
い
た
こ
と
に
な
り
、
単
独
簡
の
位

置
づ
け
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
重
要
な
資
料
と
な
る
。
た
だ
、
い
ま

だ
類
例
が
少
な
い
た
め
、
い
ま
し
ば
ら
く
資
料
の
増
加
を
待
っ
て
確

定
さ
せ
た
い
と
思
う
。

（
13
）
里
耶
秦
簡
に
お
い
て
、
文
書
に
付
さ
れ
た
「
某
手
」
の
「
某
」
が
ど

の
よ
う
な
役
割
を
持
っ
た
人
物
か
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
そ
れ
は
居

延
に
お
い
て
も
同
様
で
、
書
佐
・
令
史
・
掾
な
ど
の
官
職
名
が
み
え

る
が
、
彼
ら
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
役
割
で
あ
っ
た
か
は
明
ら
か

で
な
い
。
従
っ
て
本
稿
で
文
書
の
最
後
に
見
え
る
「
某
手
」
を
書
記

と
記
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
便
宜
的
な
言
い
方
で
あ
る

こ
と
を
お
断
り
し
て
お
き
た
い
。

（
14
）
高
村
武
幸
「
公
文
書
の
書
記
官
署
名
―
里
耶
秦
簡
・
居
延
漢
簡
の
事

例
か
ら
―
」（『
中
国
出
土
資
料
研
究
』
第
九
號　

二
〇
〇
五
）。

（
15
）
こ
れ
に
類
し
た
言
い
方
と
し
て
「
有
教
」
が
あ
る
。

　
　

 

官
告
呑
遠
候
長
黨
不
侵
部　

卒
宋
萬
等
自
言
治
壊
亭
當
得

　
　

 

處
食
記
到
廩
萬
等
毋
令  　

自
言
有

　
　

 

教　
　
　
　

  　
　
　
　
　
　
　
（
左
側
中
部
有
刻
齒
形
槽
）

Ｅ
・
Ｐ
・
Ｔ
五
一
：
二
一
三
Ａ

　
　

 

置
馳
呑
遠
候
長
黨　
　
　
　
　
　
　
　

Ｅ
・
Ｐ
・
Ｔ
五
一
：
二
一
三
Ｂ

　
　

 

こ
れ
は
長
官
名
の
発
信
で
は
な
い
が
、
こ
の
命
令
は
候
の
教
に
基
づ

い
て
発
し
て
い
る
、
と
い
う
意
味
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

（
16
）
邢
義
田
「〝
手
〞〝
半
〞、〝
曰
牾滸
曰
荊
〞
與
〝
遷
陵
公
〞
―
里
耶
秦
簡

初
読
之
―
」（
簡
帛
網　

武
漢
大
学
簡
帛
研
究
中
心　

http://www.
bsm

.org.cn/show_article.php　

2012

）

（
17
）
佐
や
令
史
が
官
職
名
を
帯
び
て
出
て
く
る
例
と
し
て
、

　
　

 

卅
一
年
後
九
月
庚
辰
朔
辛
巳
遷
陵
丞
昌
謂
倉
嗇
夫
令
史
言

　
　

 
以
辛
已
視
事
以
律
令
假
養
襲
令
史
朝
走
啓

　
　

 
定
其
符
它
如
律
令
（
正
）

　
　

 

後
九
月
辛
巳
旦
守
府
快
行　

言
手
（
背
）
八
―
一
五
六
〇

　
　

 

卅
一
年
五
月
壬
子
朔
辛
巳
將
捕
爰
假
倉
茲
敢
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言
之
上
五
月
作
徒
薄
及
最
卅
牒
敢
言

　
　

 
之
（
正
）

　
　

 
五
月
辛
巳
旦　

佐
居
以
來　

氣
發　

居
手
（
背
）
八
―
一
五
五
九

（
18
）
邢
義
田
氏　

注
（
16
）
論
文
。
発
は
居
延
と
同
じ
く
開
封
の
意
と
思

わ
れ
る
。「
半
」
に
つ
い
て
邢
義
田
氏
は
「
分
判
」
あ
る
い
は
「
打
開

文
書
」
と
解
す
る
。

（
19
）
文
書
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
受
信
記
録
帳
簿
と
で
も
い
う
べ
き
も
の

の
中
に
も
時
刻
が
書
か
れ
た
例
が
あ
る
。
以
下
に
典
型
的
な
も
の
を

挙
げ
る
。「
発
信
部
署
名　

封
の
数　

某
印　

宛
先
と
文
書
数　

県
廷

（
某
所
）
に
も
た
ら
さ
れ
た
年
月
日
時
刻
と
配
達
人
」
と
い
う
書
式
で
、

こ
の
他
に
も
司
空
曹
・
尉
曹
が
検
出
で
き
る
。
こ
れ
ら
は
遷
陵
県
廷

の
諸
曹
で
作
成
さ
れ
、
県
丞
な
ど
の
印
を
押
し
た
上
で
発
信
さ
れ
る

文
書
が
、
諸
曹
か
ら
県
廷
某
所
に
持
ち
込
ま
れ
た
時
の
記
録
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
諸
曹
が
自
ら
県
外
に
発
信
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
わ

か
る
。

　
　

 

獄
東
曹
書
一
封
洞
庭
泰
守
府
廿
八
年
二
月
甲
午
日
入
時
牢
人
以
來

（
八
―
二
七
三
＋
八
―
五
二
〇
）

　
　

 

戸
曹
書
四
封
遷
陵
印
一
咸
陽
一
高
陵
一
陰
密
一
競
陵

　
　

 

廿
七
年
五
月
戊
辰
水
下
五
刻
走
荼
以
來　
　
　
　
　
（
八
―
一
五
三
三
）

　
　

 

獄
南
曹
書
三
封
丞
印
二
詣
酉
陽
一
零
陽
／
卅
年
九
月
丙
子
旦
食
時
隸

臣
羅
以
來　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
八
―
一
八
八
六
）

（
20
）
永
田
英
正
『
居
延
漢
簡
の
研
究
』（
同
朋
舎　

一
九
八
九
）

（
21
）「
二
年
律
令
」の
性
格
に
つ
い
て
は
、宮
宅
潔「
張
家
山
漢
簡《
二
年
律
令
》

解
題
」（『
東
方
学
報
』
第
七
六
册　

二
〇
〇
四
）
な
ど
。

（
22
）
湖
北
省
江
陵
県
鳳
凰
山
一
六
八
号
墓
か
ら
は
、
幅
四
・
一
㎝
〜
四
・

四
㎝
の
竹
簡
が
出
土
し
て
い
る
（『
文
物
』
一
九
七
五
―
九
）。
こ
の

よ
う
に
、
幅
の
広
い
竹
簡
の
出
土
例
は
あ
る
も
の
の
、
や
は
り
少
数

で
あ
る
し
、
多
少
の
湾
曲
が
見
ら
れ
る
な
ど
、
竹
の
性
質
上
、
全
く

の
平
面
を
と
る
た
め
に
は
、
幅
に
制
約
を
受
け
る
こ
と
は
免
れ
ず
、

幅
広
簡
の
素
材
と
し
て
は
一
般
的
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

（
23
）
廿
六
年
八
月
庚
戌
朔
丙
子
司
空
守
樛
敢
言
前
日
言
競
陵
蘯
陰
狼
假
遷

陵
公
船
一
袤
三
丈
三
尺
名
曰
□
Ⅰ
以
求
故
荆
積
瓦
未
歸
船
狼
屬
司
馬

昌
官
謁
告
昌
官
令
狼
歸
船
└
報
曰
狼
有
律
在
復
獄
已
卒
史
Ⅱ
衰
└
義

所
└
今
寫
校
券
一
牒
上
謁
言
之
卒
史
衰
└
義
所
問
狼
船
存
所
其
亡
之

為
責
券
移
遷
陵
弗
□
□
屬
Ⅲ
謁
報
敢
言
之
／
九
月
庚
辰
遷
陵
守
丞
敦

狐
卻
之
司
空
自
以
二
月
叚
狼
船
何
故
弗
□
辟
□
今
而
Ⅳ
誧
曰
謁
問
覆

獄
卒
史
衰= 

義= 

事
已
不
智
所
居
其
聽
書
從
事
／
懭
手
即
令
走
□
行

司
空
（
正
）
十
月
戊
寅
走
己
巳
以
來
／
懭
手
□
手
（
背
）（
八
―
一
三
五
）

（
24
）
例
え
ば
、

　
　

 

臚
野
王
丞
忠
下
郡
右
扶
風
漢
中
南
陽
北
地
大
守
承
書
從
事
下
當
用
者

以
道
次
傳
別
書
相
報
不
報

　
　

 

書
到
言　

掾
勤
卒
史
欽
書
佐
□
（
二
〇
三
・
二
二　

Ａ
八
）
な
ど
が

あ
る
。

　
　

 

鷹
取
祐
司
氏
に
よ
れ
ば
、
両
者
は
い
ず
れ
も
文
書
受
領
の
報
告
を
求

め
る
文
言
だ
が
、
伝
達
方
法
が
異
な
る
と
い
う
。
同
氏
「
秦
漢
時
代

の
文
書
伝
達
形
態
―
里
耶
秦
簡
J1
（
16
）
5
と
J1
（
16
）
6
を
中
心

に
―
」（『
中
国
古
中
世
史
研
究
』
第
二
四
輯　

中
国
古
中
世
史
学
会

　

二
〇
一
〇
年
）。


